
分光スペクトルのエネルギー単位 
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物理でよく使う

　　　の光子のエネルギー空気中の波長　

　の光子の振動数空気中の波長　

素電荷　

きのエネルギーの電位差で加速したと電子を

化学でよく使う散乱のスペクトル、　や便利なので、赤外吸収　　　　　　　　　　

のオーダーとなり～エネルギーが　分子振動、格子振動の　　　　　　　　　　

ではない　　数　の長さに含まれる波の　　カイザー真空中の波数

真空中の波長

　　　　　　　　　　　　　

の乾燥空気空気の屈折率

空気中の波長　　
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係式覚えておくと便利な関

（空気中の波長）真空中の波長

）の範囲で～波長）、可視光（と（分光器で測定したを空気中の波長とする
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